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株式会社オハラは創立 90周年を迎えました 

株式会社オハラ（本社：神奈川県相模原市、代表取締役社長執行役員：齋藤弘和、以下オハラ）は、2025

年 10月 1日に創立 90周年を迎えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1935年に小原光学硝子製造所として創立したオハラは、多様化する光学ガラス・特殊ガラスのニーズ

に応えることで、光学、医療、宇宙・天文、半導体、バッテリーなど、時代の最先端技術に貢献してまいり

ました。オハラはこれからも、ブランドスローガンである「ひかる素材で、未来をひらく」のもと、社会に新

たな価値を提供できるよう、素材の可能性を追求し挑戦を続けてまいります。 

 

＜代表取締役社長執行役員 メッセージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

目まぐるしく社会環境が変化する時代を乗り越え、本年 10 月 1 日、記念すべき 90 年という節目を迎

えることができました。これも、ひとえにステークホルダーの皆様のご支援とご厚情の賜物であり、創立

90周年に当たって、心より感謝申し上げます。 

創業者小原甚八の「自らの手で優れたガラスを作りたい」という強い思いを受け継ぎ、オハラは創業以来、

技術と品質にこだわり、時代のニーズに対応した最高品質の先進素材を提供してまいりました。この 90

年は、アポロ計画、すばる望遠鏡、ＴＭＴなど宇宙・天文の先端分野に挑戦し、この成果を民生品へ転用す

ることで、変化するニーズに対応した新しい価値を生み出してきた「挑戦と変革」の歴史です。 

創立 90周年から次の 100周年、そしてさらにその先の未来へ。オハラは新たな価値の創造に向けて、

常に「挑戦することをやめない会社」であり続けたいと考えております。 

これからのオハラの挑戦にご期待ください。 

株式会社オハラ 代表取締役社長執行役員 齋藤弘和  

2025年 10月 1日 

株式会社オハラ 
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＜創立 100周年に向けて～オハラの事業活動～＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆光分野～確かな技術力で光学産業界を支える～ 

1935年の創業以降、「日本の光学ガラス生産の専業ベンチャ

ー」として、光学産業界の発展に寄与してきました。150種類以

上の製品ラインナップは業界トップクラス。時代のニーズに即応

した付加価値の高い素材を開発・供給しています。また、90年の

歴史のなかで培ってきた素材研究の蓄積と、ガラスを高温で熔

解することで発展させてきた製造技術をもとに、モバイル端末の

未来を担う XR（クロスリアリティ）分野などへの事業展開を進め

ています。 

◆エレクトロニクス分野～高機能なガラスで新たな可能性を拓く～ 

光学ガラス製造で培った開発・製造技術を発展させ、ガラスに熱

処理を加えて特性を付与したガラスセラミックスを製造・販売し

ています。オハラのエレクトロニクス分野の製品は、宇宙・天文、

半導体／フラットパネルディスプレイ製造装置、光通信、エネルギ

ーなど、幅広い分野の最先端技術に貢献しています。製品ライン

ナップは、半導体露光装置用レンズなどに使用される「i線用高

均質性光学ガラス」、極低膨張特性から大型望遠鏡用のミラー材

などに活用されている「クリアセラム™-Z」をはじめ、耐衝撃性が

高く各種カバーガラスに使われている「ナノセラム™」、液系リチウムイオン電池の添加材や全固体電池の

基板材となる「LICGC™」シリーズ、電子基板用低誘電ガラスなど、機能的価値の高い素材を提供し事業

規模の拡大を図っています。 

 

＜創立 90周年を記念した広報活動＞ 

◆オハラ公式 note 『オハラ 90年の歩み～挑戦と変革の歴史～』 の公開 

株式会社 noteが運営するメディアプラットフォーム「note」にて、「オハラ公式 note」を開設していま

す。創立 90周年を記念し、これまでの歴史を振り返る特別企画『オハラ 90年の歩み～挑戦と変革の

歴史～』を投稿します。本企画では、オハラの発展を支えてきた先人たちの挑戦エピソードを複数回にわ

たりご紹介します。  

光分野製品 

エレクトロニクス分野製品 
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・オハラ公式 note 90周年特別企画 『オハラ 90年の歩み～挑戦と変革の歴史～』  

 https://note.com/ohara_glass_pr/n/n0ad779b7f097 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――――――――― 

【株式会社オハラについて】 

日本初の光学ガラス専業メーカーとして 1935 年に東京の蒲田で創業後、1946 年に相模原市に本社

移転。当社が提供するガラス素材は、カメラなどの光学機器、半導体露光装置、医療、バッテリー、宇宙・

天文といった幅広い産業分野の発展に貢献しており、宇宙・天文分野ではアポロ 11 号、スペースシャト

ル・コロンビア号、すばる望遠鏡、超大型天体望遠鏡 TMT（Thirty Meter Telescope）、小型月着陸

実証機 SLIMといった時代の最先端プロジェクトで採用されています。オハラは「ひかる素材で、未来を

ひらく」というブランドスローガンのもと、最高品質の先進素材を提供することで新しい価値を創造し、

豊かな未来と社会の発展に貢献してまいります。 

 

【会社概要】 

社 名 ：株式会社 オハラ  

所 在 地 ：〒252-5286 神奈川県相模原市中央区小山 1-15-30 

代 表 者 ：代表取締役社長執行役員 齋藤弘和 

事業内容：光学ガラス・特殊ガラスの製造・販売 

資 本 金 ：58億 5千 5百万円 

従業員数：474名（2024年 10月末） 

U R L ：https://www.ohara-inc.co.jp/ 

 

【お問い合わせ先】 

株式会社オハラ 総務人事センター 総務部 総務課 

問合せフォーム：https://www.ohara-inc.co.jp/contact/form_ir/ 

 

https://note.com/ohara_glass_pr/n/n0ad779b7f097
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